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ブラームスの子守歌」の第1節3行目
,mit Naglein besteckt“から
小 澤 昭 夫
＜1＞
八戸日独協会の例会は，声楽家Sさんの指導
のもと出席者全員でドイツ・リートを歌ってお
開きとなる。
某年某月某日開催の第8回例会で取り上げら
れた一曲はブラームスの子守歌,Guten Abend,
gut’Nacht“であった。
当日配られた楽譜から，その原詩と第1節の
訳詞（訳者不詳）を示せば以下の通りである。な
お楽譜の左下には ＜Worte:Str.1 ,Des
 
Knaben Wunderhorn“＞の記載があり，原詩の
第1節が『少年の魔法の角笛』から採られたこ
とを示している 。
Guten Abend,gut’Nacht, おやすみ，おやすみ，
mit Rosen bedacht, ばらの花にかざられ
mit Naglein besteckt, なでしこの花をかざして
schlupf unter die Deck! さあ寝床にお入り。
Morgen fruh,wenn Gott wil,
明日も朝早く神様がお言いつけになったら
wirst du wieder geweckt.
お前をまた起こしてあげよう。
当日の例会は，R町国際交流協会との共催で
あり，同協会の交流事業によって留学中のドイ
ツ人高校生J嬢とG君の二人（ともに17歳）が
ゲストとして招かれていた。
さてこの歌詞の3行目の＜mit Naglein be-
steckt＞である。
Nagleinは無論のことNagelの縮小形（指小
形）である。Paul/Betzの辞書によれば，Nagel
の主要な意味は，「手または足の爪」と「物体に
打ち込むための先の尖った道具」すなわち釘の
二つで，意味の発生の古いのは前者である 。
上の訳詞では，Nagleinは「なでしこの花」で
ある。このNagleinについて会員の一人から質
問が出た。その質問は，Nagel「爪，釘」の縮小
形Nagleinが，花の「なでしこ」であることを
確認するためのものであった。
それに対して，J嬢が，意外にも片方の手の指
先で別の腕の上腕部をチクチク刺すような身振
りを示し，Nagleinを文字通り「小さな釘」とい
う意味に理解したらしいのである。
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1) 手元にある,Des Knaben Wunderhorn―Alte
 
deutsche Lieder“（詳細は参考文献を参照）か
ら該当する詩を示せば，下記のとおりである。
これには＜GUTE NACHT,MEIN KIND!＞
のタイトルがあるほか，5行目の末尾が「ブラー
ムスの子守歌」とは異なり ＜wenn’s Gott
 
wil＞である（同書834頁）。
GUTE NACHT,MEIN KIND!
Guten Abend,gute Nacht,
Mit Rosen bedacht,
Mit Naglein besteckt,
Schlupf unter die Deck;
Morgen fruh,wenn’s Gott wil,
Wirst du wieder geweckt.
2) Paul/Betz:Deutsches Worterbuch.Tubin-
gen1981.「Nagelの項」
これ以降，文中で引用または言及する辞典等
についての詳細は，一部を除いて参考文献欄に
記す。
この時，このNagleinはNelkeなのだと，当
時の会長H氏から指摘されたのであった。
＜2＞
北垣篤の『ドイツの歌からドイツ語へ
＜Durch Lieder lernen wir Deutsch＞』は，全
12課に4月から3月までの一年を割り当てて
12の歌を取り上げ，それぞれに「ことばの説明」
を施し「歌のいわれ」を記している。これらの
うち「10月の歌」が「ブラームスの子守歌」で
ある。
その「ことばの説明」の中にNagleinも取り
上げられ，次のように書かれている。
das Naglein,-s,-＝ das Nagelchen:die
 
Nelke,-n(:pink,carnation）のMundart.
bestecken(:plant with～),besteckte,bestecktと
おぼえなさい．Mit Rosen bedachtとmit Naglein
 
bestecktはdie Deck’(＝die Decke＝die Bettde-
cke）を形容している．
（同書34頁）
これに続いてBettdeckeについては，「ベッ
ドのおおい（装飾のためにベッドのシーツや毛
布に掛けるもの）」との説明がある。
上記の北垣の説明によれば，Nagleinは
Nelkeの「方言（Mundart）」ということになる。
またmit Rosen bedachtとmit Naglein bes-
tecktについては，「die Deck’を形容している」
とみなす北垣の説明と前出の訳詞とでは見解が
分かれるようであるが，今はこの点には立ち入
らない。
＜3＞
ドイツ語辞典を参照してみると，Nagleinの
項に用例としてこの＜mit Naglein besteckt＞
を挙げているものがいくつかある。以下に示す
のはWahrig（1972年版）の記述である。
Naglein,Nagelein＜n.14; ;noch mundartl.＞
Nelke, Gewurznelke ;mit～besteckt mit  Nelken
 
geschmuckt［＜mhd.nagelın ; zu nagel ,Gewurz-
nelke“］
＜mit Naglein besteckt＞は 「ナデシコで飾
られてmit Nelken geschmuckt」と説明されて
いる。
これがBrockhaus-Wahrigになると，同じく
Nagleinの項に
mit～besteckt mit  Nelken  geschmuckt
(Zeile aus dem Lied ,,Guten Abend, gut’
Nacht“)
とあり，この語句の出所がブラームスの子守歌
であることも示されている。
上記のWahrigによれば，Nagleinはすでに
古語（ ＝veraltet）であるが，北垣の説明にあっ
たように，方言ではなおも使われていることに
なる。
ところがその意味には，Nelke とならんで
Gewurznelke が示されている。この点は独和辞
典の場合も同様で，例えば『小学館独和大辞典』
では見出し語Nagleinの項には次のように記
されている。
Naglein⃞中 -s/-1 Nagelの縮小形．2〘植〙a)
(Nelke）ナデシコ属．b)(Gewurznelke）チョウジ
（丁子）．
すなわちNagleinは，植物・植物学の分野で
は「(Nelke)ナデシコ属」と「(Gewurznelke)
チョウジ（丁子）」の両方を指すわけである。し
かも，Wahrigの語源情報によれば，Nagleinは
「(Gewurznelke)チョウジ（丁子）」に由来する
らしい。
なお，Wahrigの第8版（2008年）では，
Nagleinの項にもはや方言に関する記載はな
く，その語義から Gewurznelke も消えている。
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＜4＞
ところで「チョウジ」とは何か。
まず手元にある『カラー植物百科』を見ると
次のように記されている。
チョウジ モルッカ諸島原産で，インドネシア，マダ
ガスカル，ザンジバルなどで栽培されるフトモモ科の
常緑高木。高さ10メートル内外，枝先に，淡紫色の4
弁花を開く。つぼみが紅色になったころ採集し，乾燥
したものを丁子（丁字，クローブ）といい，粉末にし
て消化促進，健胃剤，かぜ薬などとする。また蒸留し
て丁子油をとったり，香辛料としても用途が広い。
（242頁）
丁子」という名について若干補足すれば，「そ
の形が釘状なので同音の丁をあてて丁子，丁香
と名づけられ，また英名のクローブcloveもフ
ランス語のクルーclou（釘）に由来する」（『平凡
社大百科事典』第9巻971頁）のであり，また
丁子の「子」は「種子のように小さいものとい
う意味」で「中国でこれを丁
ちょう
香
こう
と呼ぶが，由来
は，その強い芳香によっている」（『日本大百科
全書』第15巻615頁）とのことである。
Gewurznelkeについても見ておこう。
Brockhaus-Wahrigには
als Gewurz verwendete getrocknete Bluten-
knospe des Gewurznelkenbaums
とあり，チョウジノキ Gewurznelkenbaum のつ
ぼみを乾燥させたもので，スパイスとして用い
られることが判る。
Brockhaus-Wahrigが，チョウ ジ ノ キ
Gewurznelkenbaum の学名として示している
のは＜Syzygium aromaticum＞である。ところ
が事典によっては＜Eugenia caryophyllata＞あ
るいは＜Eugenia caryophyllata oder Syzygium
 
aromaticum＞あ る い は ま た＜Syzygium
 
aromaticum＝Eugenia aromatica＞とまちまち
である。
学者によって群の分け方に違いがあると同
じ生物に幾つかの学名がつくことも珍しくな
い」（『カラー植物百科』78頁）とのことであり，
『朝日百科植物の世界』によれば，「エウゲニア
属 Eugenia」と「フトモモ属 Syzygium」の種の
「分類学上の取り扱いの問題は，フトモモ科の分
類がいかにむずかしく，混乱が多かったか，そ
して今なお多いかという事実を端的に示してい
る」（第4巻180頁）のである。因みに同書でも
＜Syzygium aromaticum＞の学名が使われてい
る。
＜5＞
すでに見たように，NelkeとGewurznelke
にはNelkeという共通部分があるとはいえ，両
者は全く別種のものである。では，Nelkeと
Gewurznelkeの接点はどこにあるのか。
Kluge/MitzkaとDudenの二種類の語源辞
典によれば，新高ドイツ語nhd.のNelkeとい
う 語 は，中 世 低 地 ド イ ツ 語 m n d.の
negelkın,-ken，低地ドイツ語nd.のnegelke
から，neil-ke(n）を経て生じたものである。
このmnd.negelkın,-kenは，中高ドイツ語
mhd.のnegelınと同様にNagelの縮小形であ
り，それ故本来,Nagelchen,Nag［e］lein“を意
味する。
mnd.negelkınもmhd.negelınも，最初は
Gewurznelkeすなわち海外が原産のチョウジ
ノキGewurznelkenbaumの乾燥したつぼみを
意味していた。
Gewurznelkeは「その形が小さなクギに似て
いるin ihrer Form Ahnlichkeit mit einem
 
kleinen Nagel haben」（Duden）からであり，「手
で鍛造した昔のクギの姿die Gestalt der alten,
handgeschmiedeten Nagel」(Kluge/Mitzka)
を思わせたからである。図1を参照。
花とのつながりが生ずるのは後のことで，こ
の名前がスパイスからGartennelke(Dianthus
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caryophylus）に転用されたのである。「その花
にチョウジのような香りがあるからweil die
 
Blume einen gewurznelkenartigen Duft hat」
(Duden）である。
ただ，Kluge/Mitzkaの方は，花の形にも触
れ，「香りと花の形が似ているためwegen der
 
Ahnlichkeit des Dufts und der Blutenform」
と記している 。
転用された時期は，Kluge/Mitzkaによれば
15世紀，Dudenによれば16世紀である。
ここでGrimm辞典（Nelkeの項）も見ておく
と，Nelkeは「中部ドイツ語md.neilikin,neli-
kinから縮約されて contrahiert aus md.neili-
kin,nelikin」と記されている。これに続く説明
によると，
・neilikin,nelikinが縮小形であり中性名詞
であることが，語末の-nの脱落後には，も
はや感じられなくなった
・縮約は，頻繁に用いられた複数形でまず初
めに生じた
・複数形のdie nelkenから新たな女性名詞
単数形die nelkeが作られた
とのことである。
チョウジの名が転用されたGartennelkeの
学名はDianthus caryophylusであり，「種小名
のカリオフィルスは，花の香りがチョウジノキ
（古い学名でカリオフィルス・アロマティクス
Caryophylus aromaticus）に似ていることに
ちなんでつけられた」（『朝日百科植物の世界』第
7巻230頁）のである。
さてこのGartennelkeだが，これはナデシコ
属Dianthusには違いないが，カーネーション
のことである。カーネーションならば，北垣篤
がNelkeに対応する英語として示していたも
のである（2章参照）。『万有百科大事典19植物』
を見ると「カーネーション」の項に，英仏独語
の名称と学名が下記のように並記されている。
◯英 carnation◯仏 œilet des fleuristes
◯独 Gartennelke/◯学 Dianthus caryophyllus L.
その解説によれば，「現在のカーネーションは原
種のカリオフィルスにセキチクなどが交雑さ
れ，改良されたものと考えられている」（同書
135頁）とのことである。
例えば『小学館独和大辞典』が，
Nelke〘植〙1ナデシコ（撫子）属（セキチク・カーネー
ションなどを含む):Chinesische～セキチク
｜Gartennelke カーネーション．2（Gewurznelke）
チョウジ（丁子）．
と記しているように，Nelkeに「ナデシコ（撫
子）属」と「チョウジ（丁子）」の両方の意味が
あるのは，上述のような背景があってのことで
ある。
3) 地方によっては，Syringa vulgaris がNagele,
Nagelchenと呼ばれるとのことである。この場
合，「花の形が決定的だった」とするKluge/
Mitzka(Nelkeの項）に対して，Sanders/Wulf-
ing（Nagelの項）はチョウジと「半ばは形，半
ばは香りが似ていること」を理由に挙げてい
る。
なお，Syringa vulgaris は，ライラック，リラ
として知られているもので，和名はムラサキハ
シドイである。
図1 Gewurznelkenbaum (Eugenia caryophyllata),
etwa 1/2 nat. Gr.,a getrocknete Bluten-
knospe.
〔出典:dtv-Lexikon.Ein Konversations-
lexikon.Bd.7,S.259.〕
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＜6＞
前章でみた転用の件を，Nelkeの項に語源情
報として記している辞典は無論ある。以下に3
例を挙げるが，引用中に現れるNelke(2)ある
いは(2)は，それぞれNelkeの語義の(2)すなわ
ちGewurznelkeを指している。
［nach dem der Nelke(2)ahnlichen Duft「チョウジ
に似た香りによって」］
(Duden.Das große Worterbuch der
 
deutschen Sprache.)
［fruhnhd.,nach(2),wegen des gewurznelkenar-
tigen Duftes bes.der Gartennelke;チョウジにな
らって，特にカーネーションのチョウジのような香り
の故に」］
(Ulstein.Lexikon der deutschen Sprache.)
［..;urspr.(wegen der Form)Bez.fur Gewurznel-
ken,dann auf die Blume ubertragen「本来は（形
の故に）チョウジの名称，その後花に転用」］
(Meyers Neues Lexikon.Band 5.S.548.)
前の2例では，チョウジに似た香りが転用の
理由であるが，三番目の例では転用の事実がわ
かるだけである。
ここで，中低ドイツ語，中高ドイツ語の辞典
に目を転じてみよう。
Lubbenの『中低ドイツ語辞典』では，negel-
kenの語義には当然ながら Gewurznagelein
しか記されていない。
Lexerの3巻本（Handworterbuch）では，
negelınの項の語義として＜kleiner nagel,
gewurznelke, blumenpistill (雌しべ）＞がこの
順序で現れる。negelkınも合わせて示すと次の
とおりである。
negelkın stn.(I.298)md. dim. zu nagel,gewurz-
nelke.
negelın stn.(ib.)dim. zu nagel,kleiner nagel. ...;
gewurznelke, ...;blumenpistill, ...
Lexer 3巻本はBenecke/Muler/Zarncke
の辞書の索引も兼ねている訳だが，上の「(I.
298)」は誤りで，実際には「(II.298)」でなけ
ればならない 。
そ の Benecke/Muller/Zarnckeの「(II.
298)」で，negelın及びnegelkınの項を見ると
下記のごとくである。
negelın,negelı,negel stn. die nelke, die blume
 
wie das gewurz, besonders aber letzteres, beide male
 
wohl nach der gestalt so genannt.
negelkın,neilkın,nelikın(vgl.neil＝nagel)stn.
deminutiv wie negelın,... die nelke, blume wie
 
gewurz.
これによれば，negelınはNelkeであり，特に
スパイスの方ではあるけれども，花もスパイス
もどちらをも意味し，どちらの場合もその形に
よってそう名付けられたことになる。
ここからは，チョウジから花への転用という
ことも，その理由となった香りのことも判らな
い。もっぱら花の形だけが前面に出ているよう
である。
Paul/Betzの辞典（Nagelの項）もまた，縮
小形のNageleinとNagelchenが，fruhnhd.と
なおも方言で，クギと形が似ているために
Nelkeの名称として使われると記している。
次の引用は，＜Goldener Kosmos-Tier-und
 
Pflanzenfuhrer＞のHeide-Nelke Dianthus
 
deltoides の解説の一部で，図2はその姿であ
る。なお Dianthus deltoides は，和名ヒメナデ
シコである。
Die Blute hat eine Gestalt wie ein Flachkopfnagel
 
und das ergab den Namen fur die Pflanze:
Nagelein,Naglein,Nalglein,Nelke.(S.202)
4) この語は，後の章＜7＞と＜9＞でもまた触れる
が，Gewurznelkeと同義である。
5) 同書付録の正誤表（冊子）＜Berichtigungen zu
 
Band I-III＞（1979年版）にもこの箇所は記載
されていない。
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花は平頭クギのような形をしていて，そのことか
らこの植物の名前Nagelein,Naglein,Nalglein,
Nelkeが生じた」
ここではもはや，転用の過程が抜け落ちて，花
の形が植物の名と直結していると言えよう。転
用から数百年を経た現在では，これも無理から
ぬことであろうか。
この点では，以下に示す『岩波独和辞典増補
版』の記述は特筆に値する。チョウジの名の由
来も，花への転用についても残らず伝えている
からである。
Nelke f.,-n. nd.‘Nagelchen’
〘植〙① (Gewurz○～)丁子（ちょうじ）（香料，花が昔の
釘の形に似る）．② (丁子に匂の似る他の草花に
移って:）石竹，撫子;(Garten○～）カーネーション，
おらんだなでしこ．
＜7＞
チョウジ（丁子）を意味するGewurznelkeと
いう語にもまた意外な成立事情がある。
Grimm辞 典 の GEWURZNAGELEIN,
GEWURZNELKENの項（Bd.7, Sp.6866-
6868）の記述から要点だけを示せば次のように
なる。
・大抵は複数で用いられる。
・意味内容は，Gewurz-の付かないただの
nagelein,nagelchenと本来同じである。
・外国種の香料植物（チョウジ）をその土地
の栽培植物（Dianthusナデシコ属）と区別
する必要から，とりわけ辞書類においてこ
の合成語が生まれるに至った。
・後半部分が縮約した形の合成語すなわち
Gewurznelkenが，特に専門用語に取り入
れられた。
これによれば，元々その名であったもの（チョ
ウジ）を，あとから同じ名で呼ばれるようになっ
たもの（ナデシコ属）と区別するために，前者
の方がGewurz-が付いて合成語になったわけ
で，本家が分家に家名を譲って自らは別姓を名
乗ったような形である。
ただ，チョウジ油の場合は，敢えてGewurz-
nelkenolと言うまでもなくNelkenolの語を用
いるのが一般的なようである。例えばWahrig
第8版では，見出し語としてあるのはNelkenol
だけである。
なお，チョウジ油（丁子油，丁香油）とは，チョ
ウジから得られる精油＜das atherische Ol＞
で，その約90%はオイゲノールからなり，香料
図2 Heide-Nelke Dianthus deltoides
〔出典 :Goldener Kosmos-Tier-und
 
Pflanzenfuhrer.S.203.〕（ただし，原図は
カラー）
― ―64
八戸大学紀要 第39号
やバニリン合成の原料となるほか，歯科学では
防腐剤，局所麻酔剤として使われている 。
＜8＞
現代ドイツ語から中高ドイツ語の語彙を求め
るための索引がある。書名を＜Neuhochdeut-
scher Index zum mittelhochdeutschen Wort-
schatz＞という。
これによれば，Gewurznelkeを意味する中高
ドイツ語には，nagel,nagelın, negelkın,
negelınのほかにもうひとつkariofelがある。
Lexer小辞典，Lexer 3巻本，Benecke/Mul-
ler/Zarnckeの記述を順に示すと以下のとおり
である。
kariofel gewurznelke(gr.lat.caryophyllum).
kariofel(I.790)gewurznelke,caryophylum….
KÂRÎOFEL gewurznelke ;καρυοφυλλον.
LexerとBenecke/Muler/Zarnckeとでは，
kariofelの長音となる母音の位置に違いが見ら
れる。それはさておき，kariofelはラテン語の
caryophylumに，それはさらにまたギリシア
語のkaryophylonに由来することが判る。
ただし，『研究社羅和辞典』では，見出し語と
してあるのは＜caryophylon,ı,n.＞であり，
これに「 植 チョウジ」の意味が記されている。
Lexerに現れるcaryophylum は，主格単数
で-onで終わるギリシア系の中性名詞が，ラテ
ン化されて-umとなったものと考えられる 。
チョウジは，アラビア人によって中世ヨー
ロッパの商取引に持ち込まれ，7世紀以来スパ
イスとして薬として貴重品であったが，その産
地がモルッカ諸島と知られたのは16世紀初め
のことである 。
これより早く，チョウジはギリシアや中国で
は紀元前から知られ，一世紀にはインドから
ローマにまで伝わっていたのである。1511年に
ポルトガル人が，1521年にスペイン人がモルッ
カ諸島に到達したのちには，このモルッカ諸島
（別名「香料諸島Gewurzinseln」）の領有と香料
貿易の独占をめぐって，争奪戦が繰り広げられ
ることになる 。だがこの件については，この研
究ノートの範囲外である。
＜9＞
Nelkeがナデシコとチョウジの両方を意味
するとすれば，母語話者ならばともかく，ドイ
ツ語学習者にとって，どちらのNelkeなのか紛
らわしいことはないであろうか。
以下に示すのは初級ドイツ語教科書に紹介さ
れているグリューワインGluhweinのレシピ
である。
8)『朝日百科 植物の世界』には，チョウジノキが
「1797年にインドネシアのマルク（モルッカ）
諸島で発見され」（第4巻182頁）たと記され
ているが，「1797年」は単なる勘違いか誤植で
あろう。
9) Meyers Neues Lexikon.Band 3,S.337.
Lexikon des Mittelalters.Band 4,Sp.
11432-34.
『日本大百科全書』第15巻615頁
『香料の歴史』66～71頁
10) 板山眞由美/塩路ウルズラ/本河裕子/吉満た
か子『自己表現のためのドイツ語1（CD付
き）』三修社，2005年第18版，84頁
6) 以下を参照した。
Der Große Brockhaus.Band 8,S.159.
Meyers Neues Lexikon.Band 5,S.548.
『万有百科大事典19植物』409頁
『標準医語辞典 独・羅・英・仏-和』
7) 松平千秋/国原吉之助『新ラテン文法』南江堂，
1977年改訂8版，221頁，621.の「注」を参照。
1 trockener Rotwein
 
1 Weißwein(z.B.Muskateler)
1/2 Weinbrand oder Cognac
 
1 Packchen Orangenschalen-Aroma
 
oder Schale von ungespritzter Orange
 
1 Stange Zimt
 
3 Nelken
 
Ingwerpulver
(dazu eventuel je 100g abgezogene Man-
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ここには材料の一つとして＜3 Nelken＞が
ある。
Gluhweinは，Klappenbachの辞典の説明に
は
Gluhwein,der alkoholisches  Mischgetrank  aus
 
Rotwein, Zucker, Zimt und Gewurznelken, das heiß
getrunken wird :
とあり，「赤ワインと砂糖，シナモン，チョウジ
からなるアルコール混成飲料で，熱くして飲む」
ものである。従って，レシピのNelkenもまた
チョウジと理解される。
またDudenの辞典（6巻本）のNelkeの項を
見ると，花としての第1の語義に続いて第2の
語義としてチョウジが記され，用例も添えられ
ている。
2.svw.↑Gewurznelke:Gluhwein mit
 
Zimtstangen u.-n wurzen
すなわち，この場合の (Nelke)-nはGewurz-
nelkeと同意語であり，用例はすなわち「グ
リューワインにシナモンとチョウジで風味をつ
ける」となる。
グリューワインにおいては，このチョウジが
相当に重要であるらしく，Grimm辞典には次
の用例が引かれている。
gluhwein ist diejenige form des weines,in der der
 
wein nichts und das gewurznagelchen alles
 
bedeutet FONTANE(L’Adultera)I 3,71.
「グリューワインは，ワインの形はしていてもワイン
に大した意味はなくて，肝腎なのはチョウジなので
す」
この用例は，前述の見出し語,GEWURZ-
NAGELEIN,GEWURZNELKEN“の項に記
されたもので，,gewurznagelchen“はこれらと
同義である。
上のレシピには赤ワインと同量の白ワインが
記されているように，グリューワインに用いら
れるのは赤ワインに限らないようである。
例えば，Bertelsmann Handlexikonには，
Gluhweinの項に,Seehund“と,Admiral“と
いう固有名が記されている。前者は，白ワイン
にレモンの皮と砂糖を加えたもの，後者は，赤
ワインにレモンと砂糖，チョウジかシナモンを
加えたものである。ここでの「チョウジ」も原
文はNelkenである（Rotwein mit Zitrone u.
Zucker,Nelken oder Zimt:,Admiral“）。
＜10＞
冒頭に紹介したJ嬢とJ嬢の身振りに話を戻
そう。
J嬢の出身地はノイブランデンブルクNeu-
brandenburgである。Neubrandenburgは，ド
イツ北東部Mecklenburg-Vorpommern州の
都市で人口約6万5千人（2008年12月31日現
在) ，地図上でみれば，ベルリンのほぼ真北お
よそ100キロのところにある。
すでに見てきたところによれば，Nagleinは
古語ではあるが地方によってはなおも使用され
るのであった。ではこのNagleinが用いられる
のはどのあたりかが次の問題である。
dtv-Lexikon(20 Bde.）は，Nelkeの項で，
次のように記している。
Nelke 1)sudd.Naglein,osterr.-bayr. Nage(r)l,
Dianthus,Gattung der Familie Nelkengewachse
(Karyophylazeen);
11) ノイブランデンブルクの公式サイト
http://www.neubrandenburg.deによる。
deln und Rosinen,diese ganz zum
 
Schluss einstreuen)
Ale Zutaten in einen großen Kochtopf
 
geben und bei kleiner Hitze zum Kochen
 
bringen.Sofort vom Feuer nehmen,in
 
Glaser fulen.
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つまりNagleinは南ドイツで使われることが
わかる。
また，Kluge/MitzkaのNelkeの項には，
Nelke f.uber neilke(n)aus mnd.negelkın, -ken
(hieraus dan. nellik,schwed. nejlika,lett.
neg el’ke’ne),nd.negelke,der Entsprechung von
 
md.Nagelchen(Luthers Form ist nelichen),obd.
Nagelein,ahd.negellı,mhd.negel(l)ın.
とあり，nd.negelke から後の部分については，
低地ドイツ語の negelke がmd.Nagelchen,
obd.Nagelein,ahd.negellı,mhd.negel(l)ın
の相当語であると理解すべきであろう。
これによればNageleinは上部ドイツ語obd.
(＝oberdeutsch）であり，いずれにしてもドイ
ツ南部の方言である。
J嬢は北ドイツの人である。ドイツの方言地
図 を見ると，J嬢の出身地ノイブランデンブ
ルクは，間に中部ドイツ語の地域をはさんで，上
部ドイツ語の使用地域の遙か圏外である。少々
強引に結論づければ，ナデシコを意味するNag-
leinがJ嬢の語彙になかったとしても不思議で
はないのである。
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